
4広報ふくろい 2010　平成22年10月1日

日記帳日記帳
　9月7日～11日、「全日本学生フォー
ミュラ大会」がエコパで開催されました。
　国内外から85の大学・専門学校がエ
ントリーし、この本大会には、70チームが
参加。学生たちが、1年間かけて製作した
小型レーシングカーの構想提案・設計・
コストから走行・燃費性能までの「ものづ
くりの総合力」を競い合いました。
　車検や審査では、学生たちが、審査員
からの的確なアドバイスを熱心にメモし
ていました。

ソコンの使い方　やさしく教えてね
高齢者パソコン教室パ

　8月20日、袋井商業高校日本語ワープロ部の生徒が先生役
となってパソコンの指導を行う「高齢者パソコン教室」が開
催され、市内の高齢者20人が参加しました。
　同校生徒と高齢者が1対1になって指導。参加者のほとんど
が初心者ということもあり、パソコンの起動をはじめ、キー
ボードの打ち方やインターネットの接続方法など、パソコン
の基本操作を中心に学びました。
　また、先生役となった生徒たちは、祖父母世代の参加者と
の会話を楽しみながら指導をしていました。

パソコン操作を通して世代間交流も

車検で技術助言を受ける静岡理工科大学

講師によるデモンストレーション

羽佐喜太郎が築いた日越交流
2010袋井ベトナム交流会議浅

　9月11日、「2010袋井ベトナム交流会議」がメロープラザで
開催され、市民の皆さんやグエン・フー・ビン駐日ベトナム大
使、ベトナム人留学生など約300人が参加しました。
　ベトナム独立運動「東

トンズー

遊運動」の指導者ファン・ボイ・チャウと
交流があった市出身の医師、浅羽佐喜太郎の遺徳をしのび、ベト
ナム人留学生が作製したドキュメンタリービデオの上映や東遊運
動に関する基調講演、日本とベトナムの交流をテーマにしたシン
ポジウムなどが行われました。
　また、ベトナム大使や留学生
たちは、浅羽佐喜太郎の記念碑
が建つ常林寺（梅山）も訪問。市
長や地域の皆さんと懇談するな
ど、更に友好を深めました。

白石昌也さん（早稲田大学大学院教授）による基調講演「東遊運動の終焉のドラマ」

　8月21日、メロープラザで「私たちのふるさと再発見!!」
をテーマにした「地域づくり大学（全4回）」が開講しました。
　初回は、「地元の食材いただきまーす!!」と題し、磐
田市でレストランを経営する足立久幸さんを講師に招
き、トウガンを使ったパスタやカボチャのポタージュ
スープなどの調理実習を実施。受講者からは、「トウガ
ンのこんな使い方は初めて」「塩を加えるだけで、こん
なに素材のうま味が引き出せるなんてびっくり」など、
驚きと再発見の声が聞かれました。

元のこと もっと知りたい！
地域づくり大学開講地

浅羽佐喜太郎の記念碑前で

どうやって切ったらいいかな？
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マさんサークル　楽しい時間をプレゼント
福祉施設で公演会マ

　8月24日、山梨幼稚園の園児や卒園児の母親でつくる劇団
「びっくり箱」と、市内の子育て中の母親で構成されるフラメ
ンコサークル「ロサリオ・カタリーナ・フラメンコスタジオ」
が、特別養護老人ホーム「萬松の里」で、公演を行いました。
　白雪姫を現代風にアレンジした劇や情熱的なフラメンコの踊
り、三味線を次々と披露。メンバーの子どもたちによる童謡
の発表もあり、施設の利用者など約100人は、手拍子を打った
り、一緒に歌を歌ったりして、公演を楽しみました。

「びっくり箱」による白雪姫の公演

リヤカーを使って
負傷者の人力搬送訓練（三川自主連合防災隊）

茶で健康な体をつくろう
全小学校に給茶器を設置緑

　8月、市では、「農を活かしたまちづくり事業」の一環とし
て「いきいき健茶グリーン事業」を実施し、市内の12小学校す
べてに給茶器を設置しました。子どものころからお茶を飲む習
慣を身に付けることで健康な体を維持することや袋井茶の消費
拡大を目指します。
　9月2日に笠原小学校で行われた給茶器のお披露目式では、
休み時間になると給茶器の前に長い列ができ、子どもたちは、
「冷たくておいしい！」「毎日飲めてうれしいね」などと、笑
顔でのどをうるおしていました。

おいしい袋井茶が学校で飲めてうれしいな

　8月28日・29日、市全域で総合防災訓練が行われました。
　28日の午後から29日朝にかけては、山名公民館と隣接する月見の里公園で
「避難所運営（宿泊）訓練」を実施。山名地区の自主防災隊の皆さんが、避難所
運営ゲームや避難所宿泊訓練、炊き出し訓練、防災講習会などを通して、地震災
害に備えました。
　29日には、予知型の東海地震を想定し、各家庭や自主防災隊での訓練を実施。
浅羽防災センターで、バケツリレーや消火器を使った消火訓練を行ったり、三川
自主連合防災隊では、山名公民館に設けられた救護所へ人力で負傷者を搬送する
訓練を行ったりするなど、各自主防災隊による特色ある訓練が行われました。

震災害に備え　万全の準備を
市総合防災訓練地

バケツリレーで消火訓練（浅羽防災センター）

避難所運営（宿泊）訓練で
バルーンシェルターの組み立て（月見の里公園）


